
人との関わり【愛着を築くことは・・・】 

0・1 歳時期に家族や園の先生など特定の大人との間で愛着が形成され、基

本的な信頼関係を構築していきます。愛着形成は生涯を通じた『自己肯定感』

や『信頼感』『やり抜く力』など、いわゆる非認知能力を育むことにもつながり

ます。私たち大人は子どもからのサインを丁寧に受け止め、気持ちを込めて温

かく応じることが大事です。 

❤1歳 6 ヶ月頃〜2歳頃の発達のポイント❤ 

＊「子どもの思い」を代弁 

 思いが通らず泣くこともしばしばです。そのような時「このようにしたかったのね 今

度やってみよう」「自分でできるんだね。後でやろうね」と思いを代弁することで子どもの

気持ちは落ち着きます。 

 

＊ありのままを認める 

 子どもは、自分の思いや考えを受け止めてもらい、愛されてこそ、個性を発揮し、自己

実現をすることに喜びを感じるようになります。愛着形成が不十分な子どもは、甘えたい、

愛されたいという思いが続きます。子どものシグナルをありのまま受け入れ、応答的に関

わるようにするといいです。 

 

＊甘えたい気持ちを受け止める 

 かんしゃくを起こす、駄々をこねるなどの行動に振り回されがちになります。甘えたい、

自分でやりたい、思い通りにいかないなどの子どもの気持ちを受け止め、わがままにはき

然とした態度で臨み、甘えたい気持ちに応えるようにする。 

                        

   家事に子育てに忙しい毎日です。無理せず心に余裕があるとき、 

お子様との時間を楽しんでください。 

 

 《子育て相談》 

 自分の子育てにこれでいいのかな？と不安に思われた時、 

こんな時どうしたらいいのと思われた時にお話にいらっしゃいませんか？ 

保育経験者がお話しさせていただきます。お電話で予約していただき、 

ご都合の良い日を決めさせていただきます。       

   TEL ０５６１－３６－８３７３  お電話お待ちしています  
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